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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 458 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成１５年度 平成１９年度

人／年 平成１５年度 平成１９年度

点 平成１６年度 平成２１年度

・当地区は西部区画整理事業として事業期間：昭和４６年から平成４年、地区面積：３４０.８ｈａ、計画人口：４１，１５０人、現在人口（平成１４年）３２，４００人で、１９７５年（昭和５０年）から本格的入居が始まり約３０年経過した住宅地です。
地区の人口構成は昭和５０～６０年代に住み始めた人々で、現在の高齢化率は１０．５％となっていますが、平成２２年には１４．８％と推計しています。土地区画整理事業で整備された地区への住民の満足度は高いが、多くの住民は同時に既存施設の
有効利用を含め機能向上（更新）を求めており、湘南大庭ライフタウン地域における「くらしまちづくり会議」では行政と住民との協働によるまちづくりの気運が高まっています。
・地区の中央には公共公益施設が配置されており、その一つに保健医療センターが平成６年に開設され、保健・医療・福祉が一体となった事業を展開しています。ここでは「疾病予防」のための、健康づくりをテーマに健康相談・生活習慣病予防教室・公園
や歩行者専用道を活用したウォーキング事業などを行っており、地域に根付いた施設となっております。ここで行っている循環型健康づくりは、各個人の基本健康診断と体力度チェックを行い、体力づくりや食生活・生活習慣の改善を進めているもので、
平成１４年から３年間厚生労働省の「国保・ヘルスアップモデル事業」の指定をうけ、循環型健康づくりの有効性の評価が行われています。保健医療センター利用者数は健康づくりのトレーニングルーム利用者数が平成１５年度実績で年間延べ約２５，００
０人、健康相談は９７４件、生活習慣病予防教室は年間１０８回開催で延べ１，５３５人参加しています。平成１８年度保健所政令市移行にあわせ、保健医療センターの更なる充実のため再整備が必要になっています。

都道府県名 神奈川県 藤沢市 湘南ライフタウン周辺地区

計画期間 交付期間 21

『住み続けられ、うるおいあるまちづくり』
〇健康づくりを中心とした安心、安全なまちの創出を目指す
〇良好な居住環境で誰もが不自由なく暮らせる生活空間を目指す

・この地区の公園については、２５公園２５．７ｈａ（６．２㎡/人）と整備水準は高く、また街区には歩行者専用道路が数多く配置されています。公園については、最新のものでも１５年以上経過しており、周辺住民の年齢構成の変化による配置遊具の利用頻
度低下が著しい施設があります。また歩行者専用道も時間の経過とともに樹木も生長し、高木の剪定等の維持管理に支障を来すものや、防犯上危険箇所となったり、道を挟んだ居住者同士のコミュニティの遮断等多くの課題を抱えています。
・高齢者福祉に関する意識調査結果その他意見で、辻堂・湘南台への軌道系の新たな交通システムの要望があります。現状、地区内の公共交通はバス交通に頼らざるを得ない状況で、今後も増加が見込まれる需要と朝夕のピーク時における定時速達
性の確保が可能な現行バスよりも大きな輸送力を持つ交通システムの導入が必要になっています。地区内を通過している藤沢市の南北軸道路である辻堂駅遠藤線は平成１６年度末に全線開通を予定しており、東西軸である湘南台・慶応大学間に導入
予定の公共交通システム（連節バス）を平成２０年度同様に導入を予定し、公共交通の充実と、辻堂駅への利便性の向上を図ります。
・地域防災計画により湘南大庭市民センターを地区防災拠点とし、大庭城址公園及び滝の沢小学校周辺を広域避難場所に、また小・中・高等学校を避難施設に位置づけていますが、小中学校の中には耐震補強が必要な施設もあり、早急な対策が必要
です。

・良好な環境づくりと健康づくりのための施設整備が必要となっています。
・公園や歩行者専用道路等昭和５０年代に整備された老朽施設については、時代のニーズに即して再整備が必要となっています。
・この地域の公共交通はバス交通で、自家用車に頼らない高齢社会に対応した新たな交通システムの導入によるバス交通の充実と利用促進を図り、それに伴う施設改善が必要となっています。
・住まいの環境整備として、市営住宅の浴室のバリアフリー化が必要となっています。
・健康づくりの拠点として保健医療センターの施設整備や機能の充実が必要です。
・地区の避難施設である小中学校の耐震化により、まちの防災性の向上を図る必要があります。

・少子・高齢化社会をむかえて、健康で生き生きと暮らせる社会、住み慣れた地域で安全で安心出来る生活環境の確保を図ります。
・生活者のライフスタイルの変化と共に住民ニーズにあわせた公園、街路樹等の維持、改善と住民参加による管理育成を図ります。
・当該地区の将来像を「育てよう湘南大庭　水とみどりと活気のある街」とし、将来像実現のため、「活気のあるまちづくり、みどりのまちづくり、いつまでも安心してくらせるまちづくり」という３つのテーマを定めてまちづくりを進めていきます。（藤沢市都市マ
スタープラン）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

30,000

環境改善参加ボランティア数 道路・公園清掃・落書き消し参加者数
良好な居住環境の維持・創出を図るためまちづくり活動に従事す
るボランティア参加人数を指標にし、参加者数２．５倍を目指す。 4,810 12,000

保健医療センター来庁者数
トレーニングルーム、健康相談、生活習慣病予防教室参加
者数

高齢化する住民の健康意識の改善や健康づくりの機会提供するこ
とでまちの活性化を図る。指標として健康づくりの拠点となる保健
医療センター利用者数の１割増加を目指す。

27,547

650防災に関する市民満足度

藤沢市の各行政施策についての市民満足度調査（単純無
作為抽出アンケートによる）のうち、湘南大庭地区における
防災に関する項目の満足度を1000点満点に換算したもの

安全で安心して暮らせるまちを目指すため、避難施設等の耐震化
を図り、災害に対する市民の安心度を向上させる。 605



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

〇住民参加によるまちづくりを推進する
・公園ワークショップ事業により行政と住民協働で整備原案を作成し、引き続き住民自ら手で守り育てる維持管理活動（公園愛護会）の設立を促す
・くらしまちづくり会議により自転車歩行者専用道のリニューアルについて住民協働で整備案の作成を行う

関連事業：公園ワークショップ・愛護会育成事業
関連事業：くらしまちづくり会議活動事業

〇湘南ライフタウンより数年（１９７１年）先行して入居が始まった巨大な多摩ニュータウンに様々な現象・課題が現れ、似通った問題が発生しています。
・多摩ニュータウン多摩市域では高齢化とともに人口が減少し始めています。湘南ライフタウンでも市民分譲してきた地区は、平成１２年基礎調査での５年間増減数では３桁の減少傾向が現れ始めています。また高齢化に関しても年齢構成が４９歳～５８
歳が全市平均より４．５％多く一気に高齢化が進みます。
・住み続けたい居住者は両タウン共に高い比率で約８割程度となっていますが、湘南ライフタウンのまちづくりに関する市民要望で多いのがバスの充実と、バリアフリー化です。今後は、くらしまちづくり会議等を通じ、さらに暮らしやすさを追求するための
意見提案を出してもらい、まちづくりに反映させます。
〇住民参加による環境改善活動
・周辺地区内の矢向・南永山公園については公園愛護会が定期的に公園清掃を行っています。
・湘南大庭フォーラムでは、湘南大庭地区生活環境協議会（全市で地域環境美化を目的にした地域自主組織）と協力し、ポイ捨てなくし隊（ゴミの収集活動）と落書き防止隊を編成し活動を行っています。

方針に合致する主要な事業
〇健康づくりの推進
・健康づくりの拠点となる保健医療センターの整備充実を図る
・健康づくりウォーキング、健康増進施設、休息場所の確保として、新たな公園整備と共に既存公園・歩行者専用道のバリアフリー化等リニューアルによ
り人にやさしいまちづくりを図る

基幹事業：公園事業（鍛冶山公園、下ノ根第一公園、大庭城址公園、遠藤公園、大庭丸山公園）
基幹事業：道路（湘南大庭３５・５７・５８・６８号自転車歩行者専用道）
提案事業：保健医療センター整備事業

〇安全で安心して住み続けられる基盤を整備する
・住宅環境整備として、滝の沢市営住宅の浴室ユニット化を図る
・公共交通の充実を図るため、バスを機軸とした新たな公共交通システム（連節バス）の導入に向けた調査、施設整備を行う
・藤沢市地域防災計画に避難施設として位置づけられている小中学校屋内運動場の耐震補強を実施することにより災害時の市民の安全確保を図る

基幹事業：公営住宅整備事業
基幹事業：道路（辻堂駅遠藤線）
基幹事業：地域生活基盤施設事業（大庭小学校、滝の沢小学校、大庭中学校屋内運動場）
提案事業：連節バス導入調査
関連事業：（県警・市・神奈中（株））辻堂駅遠藤線 PTPS事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 藤沢市 直 w=25m,L=2,050m 平成１７年度 平成１９年度 平成１７年度 平成１９年度 352 352 352 352

道路 藤沢市 直 Ｗ=4m,L=180m 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 3 3 3 3

道路 藤沢市 直 Ｗ＝4m,L=112m 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 2 2 2 2

道路 藤沢市 直 Ｗ＝4m,L=68m 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 1 1 1 1

道路 藤沢市 直 Ｗ＝4m,L=250m 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 4 4 4 4

公園 藤沢市 直 5箇所 15.5ha 平成１７年度 平成１９年度 平成１７年度 平成１９年度 115 115 115 115

河川
下水道
駐車場有効利用システム －
地域生活基盤施設 藤沢市 直 － 平成２０年度 平成２１年度 平成２０年度 平成２１年度 54 54 54 54
高質空間形成施設 －
高次都市施設 －
既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備           住宅環境整備事業 藤沢市 直 平成１３年度 平成１８年度 平成１７年度 平成１８年度 77 77 77 77

都市再生住宅等整備
防災街区整備事業

合計 608 608 608 608 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
藤沢市 直 2,243㎡ 平成１７年度 平成１７年度 平成１７年度 平成１７年度 7 7 7 7

0
0

藤沢市 直 － 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 7 7 7 7
－ 0

0
0

合計 14 14 14 14 …B
合計(A+B) 622

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
県警・藤沢市・神奈中（株） 国土交通省 １路線 ○ 平成１１年度 平成２０年度 3
藤沢市 平成１５年度 平成２０年度 0
公園愛護会 ○ 平成６年度 平成２０年度 0

健康づくり人材育成事業 健康ふじさわ・四ツ葉会 ○ 平成１４年度 平成２０年度 1
湘南大庭フォーラム ○ 平成１５年度 平成２０年度 0

公園ワークショップ・愛護会育成事業 藤沢市 平成１８年度 平成１８年度 0
藤沢市 平成１８年度 平成１８年度 0

合計 4

－

交付対象事業費 622 交付限度額 250 国費率 0.402

0

0

うち民負担分
0

0

0

0

0

0

0

0

0

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

辻堂駅遠藤線

－
大庭小学校屋内運動場他２

－
－

－
－

事業期間

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

0

連節バス導入調査

湘南大庭公民館事業
公園愛護会事業

くらしまちづくり会議活動事業

湘南大庭環境美化（ポイ捨てなくし・落書き防止・花植）

辻堂駅遠藤線 PTPS事業

－

（いずれかに○）

矢向・南永山公園

辻堂駅遠藤線

事業主体事業箇所名

－

規模

地域創造
支援事業

保健医療センター

所管省庁名

－

仲間づくり高齢者学級

湘南大庭５８号線自転車歩行者専用道

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

（参考）事業期間

鍛冶山公園、下ノ根第一公園他

湘南大庭３５号線自転車歩行者専用道

湘南大庭６８号線自転車歩行者専用道

湘南大庭５７号線自転車歩行者専用道

全体事業費

保健医療センター整備事業

（参考）事業期間
細項目

－

市営滝の沢住宅

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業



都市再生整備計画の区域

　湘南ライフタウン周辺地区（神奈川県藤沢市） 面積 458 ha 区域 　藤沢市　石川一丁目，石川三丁目，石川四丁目，大庭の一部，遠藤の一部，

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。
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保健医療センター来庁者数 （　人　） 27,547 （Ｈ１５年度） → 30,000 （Ｈ１９年度）

環境改善参加ボランティア数 （　人　） 4,810 （Ｈ１５年度） → 12,000 （Ｈ１９年度）

防災に関する市民満足度 （　点　） 605 （Ｈ１６年度） → 650 （Ｈ２１年度）

　湘南ライフタウン周辺地区（神奈川県藤沢市）　整備方針概要図
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凡 例

整備済
都市計画道路

県道

市道

計画区域

○関連事業
公園愛護会事業 矢向・南永山公園

■基幹事業
公営住宅等整備 滝ノ沢住宅

■基幹事業
道路 歩行者専用道改良事業
湘南大庭58号自転車歩行者専用道

■基幹事業
道路 歩行者専用道改良事業
湘南大庭57号自転車歩行者専用道

■基幹事業
公園 遠藤公園

■基幹事業
道路 辻堂駅遠藤線

□提案事業
事業活用調査
連節バス導入調査

■基幹事業
地域生活基盤施設事業
小中学校屋内運動場
（大庭小・滝の沢小・大庭中）

■基幹事業
道路 歩行者専用道改良事業
湘南大庭68号自転車歩行者専用道

■基幹事業
公園 鍛冶山公園

■基幹事業
道路 歩行者専用道改良事業
湘南大庭35号自転車歩行者専用道

■基幹事業
公園 下ノ根第一公園

□提案事業
地域創造支援事業
保健医療センター整備事業

■基幹事業
公園 大庭丸山公園

■基幹事業
公園 大庭城址公園

大庭城址公園
（広域避難場所）

○関連事業
辻堂駅遠藤線ＰＴＰＳ事業

（広域避難場所）
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